
エコアクション２１  
環境経営レポート  

(２０２２年度版) 
運用期間：２０２２年１０月～１２月 

株式会社東洋電機工業所 
 

２０２３年１月３０日 発行 



( 1 )名称及び代表者名  
   株式会社東洋電機工業所  
   代表取締役社長  荒岡  利文  

( 2 )所在地  
   本社・工場   福岡県北九州市八幡西区則松1 -7 - 10  
   第二工場    福岡県北九州市八幡西区則松5 -22  
   東京支店    東京都品川区南大井6 -24 - 9  興産大森ビル3階  
   大阪支店    大阪府大阪市東淀川区東中島1 -6 - 14  新大阪第2日大ビル  
   名古屋支店   愛知県名古屋市千種区内山3 -11 - 17  みの亀ビル   
   広島営業所   広島県広島市南区西旭町10 -5  タイガーウイングビル  

( 3 )環境管理責任者及び担当者氏名並びに連絡先  
   環境管理責任者  営業本部  井上  大輔  TEL  093 - 691 - 2731  
   ・E -ma i l  d - i n o u e@ toyopump . c o . j p  
   環境管理担当者  営業本部  衛藤  峻平  TEL  093 - 691 - 2731  
   ・E -ma i l  s - e t o@ toyopump . c o . j p  

( 4 )事業内容  
   産業用ポンプ・水中機械装置の設計、製造、販売   主要製品：DPF型  

( 5 )事業規模 ( 2 021年度 )  
   売上高     2 2億円  ( 1 0～12月は6億円 )  
   製品台数    1 , 8 20台  ( 1 0～12月は409台 )    

  本社 第2工場 東京支店 大阪支店 名古屋支店 広島営業所 

従業員数 56人 本社に含む 8人 5人 6人 4人 

延べ床面積 計8,700㎡ 

◆認証・登録の対象範囲  
  ( 1 )対象事業者名  株式会社東洋電機工業所  
  ( 2 )対象事業所   本社  第2工場   
  ( 3 )対象外事業所  東京支店  大阪支店  名古屋支店  広島営業所  
    ※ただし、2027 (令和9 )年までに対象事業所に拡大する  
  ( 4 )対象事業活動  水中攪乱サンドポンプ・水中機械の製造  

１．組織の概要 

( 6 )事業年度  1月～12月  
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２．環境経営計画の実施体制 

担当者 役割と責任 

代表取締役社長 

・全体の統括 
・実施体制の構築 
・実施のための資源・資金・物品の提供 
・全体の評価および見直しを行う。 

環境管理責任者 

・全体の把握 
・システムの構築 
・文書の見直し、修正指示 
・環境経営計画実施状況の確認・報告 

環境管理担当者 
・環境管理責任者のサポート 
・文書の作成・まとめ・管理 

総務・業務部門 
・環境経営計画の実行 
・環境経営目標の管理 

製造部門 
・環境経営計画の実行 
・環境経営目標の管理 

営業部門 
・環境経営計画の実行 
・環境経営目標の管理 

代表取締役社長  
荒岡  利文  

環境管理責任者  
井上  大輔  

環境管理担当者  
衛藤  峻平  

製造部門  総務・業務部門  営業部門  
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３．環境経営方針 

◆基本理念 

 株式会社東洋電機工業所は、地球環境改善を重要な課題と位置づけ、 
水中攪乱サンドポンプ・水中機械製造の事業活動を通じて環境への負荷低減に 
積極的に取り組みます。 
 そのため、環境経営システムを構築・運用することにより、継続的に 
環境保全活動を行い、次世代に承継できる環境の実現を目指します。 

◆行動指針 

 環境経営システムを構築・運用し、環境関連法規を遵守するとともに、 
環境負荷の低減に取り組みます。 
 以下の行動指針に基づき、環境経営目標及び環境経営計画を定め、定期的な 
見直しを行い、継続性のある活動を展開します。 

１．二酸化炭素の排出を削減します。 
  節電を励行するとともに、業務の効率化を行うことにより電気使用量を 
  削減致します。 
  エコドライブを実施して社用車のガソリン、軽油の使用量を削減致します。 
２．廃棄物を可能な限り削減します。 
  分別を徹底してリサイクル率を向上します。 
  裏紙の使用など、紙使用量の削減を推進いたします。 
３．水使用量を可能な限り削減します。 
  節水に努め、水使用量を削減致します。 
４．塗料等を含む化学物質の削減に努めます。 
５．環境負荷の低い設備への転換を推進致します。 
６．環境に配慮した製品の設計、製造、販売を推進致します。 
７．事業活動に関連する環境関連法規や条例等を遵守致します。 
８．この環境経営方針は、従業員全員に周知するとともに、研修や教育を行い 
  全従業員の環境保全に向けた意識の向上に努めます。 
９．この環境経営方針は広く一般に公表します。 

2022年10月1日制定 
株式会社東洋電機工業所 

代表取締役社長 荒岡 利文 
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４．当年度及び中期環境経営目標 

環境目標 単位 
基準年 目標値 目標値 目標値 

2021年 2022年 2023年 2024年 

● 二酸化炭素排出量の削減 t-CO2 169  167  166  164 

  二酸化炭素排出量削減目標 %  -1.00 -2.00  -3.00  

  1 電力 kWh 177,167  175,395  173,624 171,852 

  2 ガソリン L 7,445  7,371  7,296 7,222 

  3 軽油 L 9,457  9,362 9,268 9,173 

  4 灯油 L 15,356  15,202 15,049 14,895 

● 廃棄物排出量の削減       

  1 木屑 kg 12,490  12,365  12,240  12,115 

  ・ 木屑削減目標 %   -1.00 -2.00  -3.00  

  2 廃プラ kg 1,810  1,792 1,774 1,756 

  ・ 廃プラ削減目標 %   -1.00 -2.00  -3.00  

● 金属くずの排出量 t 40      

  リサイクル率 % 100%リサイクル目標 

● 水使用量の削減       

  1 水使用量 m3 568  562 557 551 

  ・ 水削減目標 %   -1.00 -2.00  -3.00  

● 化学物質使用量の削減       

  1 塗料・シンナー kg 8,823  8,735 8,647 8,558 

  ・ 塗料削減目標 %   -1.00 -2.00  -3.00  

● 製品、サービスの改善       

  1 不具合件数の改善 件 13  8  8  8  

  ・ 不具合件数削減目標   通年8件以下 

● その他         

  1 コピー用紙の削減 箱 41 39 38 37 

  ・ コピー用紙削減目標 箱  -2 -3 -4 

※1 CO2排出係数(0.502kg-CO2/kWh)は丸紅新電力2020年度で計算しています。 

※2 各数値の算出は本社工場および第二工場の合算値を記入しています。 

※3 コピー用紙1箱はA4：500枚×5セット、A3：500枚×3セット、B5：500枚×5セットです。 
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５．当年度の主要な環境経営計画（１/２） 

  関係する目標 活動計画 

1 二酸化炭素排出量の削減 
（電力） 

使用していない照明の消灯 

パソコン、コピー機の省電力モード設定 

夜間、休日は不要な電機機器の主電源を切る 

エアコンの温度設定(冷房26℃、暖房22℃) 

使用していない部屋のエアコンを切る 

使用していない扇風機、スポットクーラーの電源を切る 

クールビズ、ウォームビズによるエアコンの温度設定維持 

年2回エアコンのフィルター清掃を実施(6月、12月) 
※簡易点検は3月，6月，9月，12月に実施 

年2回照明の清掃を実施(6月、12月) 

「節電」表示を証明スイッチの近くに設置する 

2 二酸化炭素排出量の削減 
（ガソリン、軽油） 

急発進、急加速、急ブレーキの禁止 

高速道路では一定速運転を行う 

タイヤの空気圧を定期的に確認する 

ストーブを適正火力で使用する 

適正風量で車のエアコンを使用 

アイドリングストップの実施 

行先間違いをしないよう、事前にルート確認をする 

時間に余裕をもって運転する 

3 廃棄物排出量の削減 マイ箸を使用し、割り箸使用量の削減 

マイバッグによるビニール袋の削減 

保管資料のデータ化による紙の削減 

裏面が白紙の用紙はシュレッダーにかけず再利用する 

4 水使用量の削減 蛇口の閉め忘れ確認をする 

節水表示をする（トイレ） 

節水表示をする（手洗い場） 

節水表示をする（第二工場） 

請求書による使用量変化の確認 

5 化学物質使用量の削減 
（塗料・シンナー使用量の削
減） 

洗い用シンナーは余らないよう適量を使用する 

硬化剤を使用する塗料は、余らないよう適量を使用する 

エアー塗装は塗り過ぎに注意する 
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５．当年度の主要な環境経営計画（２/２） 

  関係する目標 活動計画 

6 製品・サービスの改善 見直しによる伝票修正回数の削減 

工程確認よる戻り作業の抑制 

作業前段取りの確認 

思い込み作業をなくす 

聞き忘れによる追加発注をなくす 

見積内容間違いをなくす 

資料確認によるスムーズな打合せ 

ポンプ知識向上による問題解決力の向上 

確認不足、内容間違いによる誤送数の削減 

7 コピー用紙削減 印刷前内容確認による、印刷枚数の削減 

コピー機に裏紙をセットするよう設定する 

8 5S活動の推進 机の上の整理・整頓による業務効率化 

机の中の整理・整頓による業務効率化 

保管書類の整理・整頓による業務効率化 

不用品の廃棄による綺麗な職場づくり 

使った物は元の場所に戻す一作業、一片付けの実施 

ロッカー室の整理・整頓の実施 
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６．目標の実績 
・取組期間２０２２年１０月～１２月 

項 目 単位 
基準年 

基準年 
10～12 
3ヶ月 

目標 
目標 

10～12 
3ヶ月 

実績 
実績 

10～12 
3ヶ月 

目標の 
達成率 
(目標/ 
実績) 

2021年 2021年 2022年 2022年 2022年 2022年 ― 

● 二酸化炭素排出量の削減 

二酸化炭素排出量 

t-CO2 169  50 167 49.5 172 47 5.3% 

t-CO2/台 0.101 0.116 0.095 0.115 

  二酸化炭素排出量削減目標 %    -1.00 -1.00 

  1 電力 kWh 177,167  45,012 175,395 44,562 179,761 40,902 9.0% 

  2 ガソリン L 7,445  2,137 7,371 2,116 8,219 2,312 -8.5% 

  3 軽油 L 9,457  2,384 9,362 2,360 8,888 2,502 -5.7% 

  4 灯油 L 15,356  6,385 15,202 6,321 15,770 5,962 6% 

● 廃棄物排出量の削減 

  

1 木屑 

kg 12,490  1,970 12,365 1,950 16,880 4,370 -55.3% 

kg/台 7.5 4.6 9.3 10.7 

  ・ 木屑削減目標 %    -1.00 -1.00 

  

2 廃プラ 

kg 1,810  760 1,792 752 2,320 700 7.4% 

kg/台 1.1 1.8 1.3 1.7 

  ・ 廃プラ削減目標 %    -1.00 -1.00 

● 金属くずの排出量削減 

金属くずの排出量 t 40  10 42 10 

  リサイクル率 % 100  100 100 100 100 100 100 
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６．目標の実績 
・取組期間２０２２年１０月～１２月 

項 目 単位 
基準年 

基準年 
10～12 
3ヶ月 

目標 
目標 

10～12 
3ヶ月 

実績 
実績 

10～12 
3ヶ月 

目標の 
達成率 
(目標/ 
実績) 

2021年 2021年 2022年 2022年 2022年 2022年 ― 

● 水使用量の削減 

  

1 水使用量 

m3 568  152 562 150 587 157 -4.5% 

m3/台 0.34 0.35 0.32 0.38 

  ・ 水削減目標 %    -1.00 -1.00 

● 化学物質使用量の削減 

  

1 塗料・シンナー 

kg 8,823  2,538 8,735 2,513 9,342 2,304 9.1% 

kg/台 5.3 5.9 5.1 5.6 

  ・ 塗料削減目標 %    -1.00 -1.00 

● 製品、サービスの改善 ※6 

  1 不具合件数の改善 件 13  2 8 2 15 1 100% 

  ・ 不具合件数削減目標   通年8件以下 (3ヵ月の試行期間は2件以下） 

● その他 ※6 

  1 コピー用紙の削減 箱 41 12   39 11  32  8  100%  

  ・ コピー用紙削減目標 箱    -2  -1  -9 -3 

※1 CO2排出係数(0.502kg-CO2/kWh)は丸紅新電力2020年度で計算しています。 
※2 各数値の算出は本社工場および第二工場の合算値を記入しています。 
※3 コピー用紙1箱はA4：500枚×5セット、A3：500枚×3セット、B5：500枚×5セットです。 
※4 原単位の母数：2022年度の総生産台数は1820台、10月～12月の生産台数は409台です。 
※5 達成率は（2022年目標÷2022年実績-1）×100で算出しています。 
※6 製品、サービスの改善およびその他については、達成率100％を上限としています。 
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７．環境経営計画の取組結果とその評価 

●電気使用量の削減 

７－１．二酸化炭素排出量の削減 

基準年と実績年の年間比較では増加している。一方で今回の試行期間１０月～１２月での実
績は目標を大きく達成している。 
冷暖房の気温設定を行い、外気温の低い日以外は気温設定に準じたことが要因として考えら
れる。また、２０２２年１０月～１２月は比較的温暖な気候が続き、暖房を切っていたこと
も要因として考えられる。 
年間通しての実績は目標達成出来ていないので、２０２３年度の実績を持って再評価したい。 

●燃料の使用量削減 

ガソリンは社用車、軽油はフォークリフト・４ｔユニック車、灯油は工場の燃料ストーブで
使用している。弊社営業課は社用車で営業活動を行う為ガソリンの使用は多くなる。また、
上述の通り比較的温暖な気候であった為、冷房使用の機会が増加したことも考えられる。 
軽油は修理品の配達や第二工場への横持ち、フォークリフトは出荷・荷卸しに使用しており、
出荷台数の増加に伴い使用頻度が増加した為、軽油使用量が増加した可能性がある。 
灯油は温暖な気候の為、使用機会が低い可能性がある。 
出荷台数や気候に左右される部分もあるので、２０２３年度の実績を持って再評価したい。 

７－２．廃物排出量の削減 

●木屑排出量の削減 

木屑削減量は大幅な増加となった。生産台数あたりの排出量も大きく増加している。 
これは、生産量が２０２１年から１５０台ほど増えたことが要因として挙げられる。生産
台数が増加すると仕入れ量が増加し、発注品入庫の際に運搬用のパレットや木枠が廃木材
として増加したことも要因として考えられる。 
２０２３年度の生産台数や廃木材量を再度検証し、再評価したい。 

●廃プラ排出量の削減 

廃プラ排出量は試行期間では達成しているが、通年では前年を超過して排出している。 
年間排出量については生産量が増えたことが要因として考えられる。 
生産台数あたりの排出量は減少しているが、廃プラ処理月が２０２１年度は１０月・１２
月に行っているのに対し、２０２２年度は１１月しか行っていないためと考えられる。 
２０２３年度の年間結果を元に、再評価したい。 
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７．環境経営計画の取組結果とその評価 

７－３．金属くず排出量の削減 

金属くずについては、リサイクル率１００％を維持する。 

７－４．水使用量の削減 

通年での水使用量、生産台数当りの水使用量どちらも増加している。 
２０２２年度よりトイレの詰まり対策として、月に一度１５分程度の時間水を流すようにし 
ている。その為月平均で２～４m3程度増加傾向にある。 
それらを踏まえると、２０２１年度を基準年にすると今後も水使用量増加が見込まれる。 
２０２３年度の実績を持って再評価したい。 

７－５．化学物質使用量の削減 

化学物質年間使用量については、前年を超過して使用している。一方、生産台数あたりの使
用量は削減している。試行期間中の生産台数は基準年期間より少ない為、使用量は減少する。
生産台数当りの使用量も減少していることから、削減意識が付いていることが考えられる。 
3ヵ月間という短い期間の為、一喜一憂することなく継続していきたい。 

７－６．製品、サービスの改善 

試行期間での不具合件数は少ないが、通年実績では増加している。不具合については確認作
業を行えば、事前に防ぐことが出来たものが多い。社内対策を徹底し、継続的な目標達成を
行いたい。 

７－７．コピー用紙の削減 

コピー用紙1回の購入量はA4：6箱、B5：3箱、A3：2箱で購入している。2021年度はB5の購
入がなかったことが減少要因となっている。B5は使用用途が限られている為不定期購入に
なっていると考えられる。2023年や2024年に購入し増加する可能性がある。 
A4も同月に同量の購入ではなく、2022年度は購入回数が1回少なかった。こちらについても
同様に2023年度や2024年度に増加する可能性がある。 
A4は使用用途が多岐に亘るため購入量が多い。現在の集計方法では購入月次第で増減し評価
しづらい可能性がある。そこで年間の購入量に加え、1回の購入数量削減も集計することで評
価方法が確立出来ると考えられる。 
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８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

今回は２０２２年１０月～１２月までの試行期間以降の環境経営目標・環境経営計画 
となるので、社内への浸透をより深めるため、基本的には目標・計画とも変更しない。 
すでに施工済みの計画については削除している。 

８－１．次年度の環境経営目標 

環境目標 単位 
目標値 備考 

2023年   

● 二酸化炭素排出量の削減 t-CO2 166    

  二酸化炭素排出量削減目標 % -2.00    

  1 電力 kWh 173,624   

  2 ガソリン L 7,296   

  3 軽油 L 9,268   

  4 灯油 L 15,049   

● 廃棄物排出量の削減      

  1 木屑 kg 12,240    

  ・ 木屑削減目標 % -2.00    

  2 廃プラ kg 1,774    

  ・ 廃プラ削減目標 % -2.00    

● 金属くずの排出量 t    

  リサイクル率 % 100   

● 水使用量の削減      

  1 上下水道 m3 557    

  ・ 水削減目標 % -2.00    

● 化学物質使用量の削減      

  1 塗料・シンナー kg 8,647    

  ・ 塗料削減目標 % -2.00    

● 製品、サービスの改善      

  1 不具合件数の改善 件 8    

  ・ 不具合件数削減目標   2    

● その他        

  1 コピー用紙の削減 箱 38 

  ・ コピー用紙削減目標 箱 -3 

※1 CO2排出係数(0.502kg-CO2)は2020年度で計算しています。 

※2 各数値の算出は本社工場および第二工場の合算値を記入しています。 

11ページ 



８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

８－２．次年度の環境経営計画 

  関係する目標 活動計画 

1 二酸化炭素排出量の削減 
（電力） 

使用していない照明の消灯 

パソコン、コピー機の省電力モード設定 

夜間、休日は不要な電機機器の主電源を切る 

エアコンの温度設定(冷房26℃、暖房22℃) 

使用していない部屋のエアコンを切る 

使用していない扇風機、スポットクーラーの電源を切る 

クールビズ、ウォームビズによるエアコンの温度設定維持 

年2回エアコンのフィルター清掃を実施(6月、12月) 
※簡易点検は3月，6月，9月，12月に実施 

年2回照明の清掃を実施(6月、12月) 

2 二酸化炭素排出量の削減 
（ガソリン、軽油） 

急発進、急加速、急ブレーキの禁止 

高速道路では一定速運転を行う 

タイヤの空気圧を定期的に確認する 

ストーブを適正火力で使用する 

適正風量で車のエアコンを使用 

アイドリングストップの実施 

行先間違いをしないよう、事前にルート確認をする 

時間に余裕をもって運転する 

3 廃棄物排出量の削減 マイ箸を使用し、割り箸使用量の削減 

マイバッグによるビニール袋の削減 

保管資料のデータ化による紙の削減 

裏面が白紙の用紙はシュレッダーにかけず再利用する 

4 水使用量の削減 蛇口の閉め忘れ確認をする 

請求書による使用量変化の確認 

5 化学物質使用量の削減 
（塗料・シンナー使用量の削減） 

洗い用シンナーは余らないよう適量を使用する 

硬化剤を使用する塗料は、余らないよう適量を使用する 

エアー塗装は塗り過ぎに注意する 
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果及び違反・訴訟の有無 

当社が遵守しなければならない主な環境関連法規は以下の通りです。 

〇騒音規制法 

〇振動規制法 

〇消防法 

〇廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

〇PRTR法 

〇フロン排出抑制法 

それらの遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありません。 

なお、関係当局よりの違反の指摘、利益関係者からの訴訟等もありません。 
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１０．代表者による全体の評価と見直し・指示 

 弊社がエコアクション２１に取り組もうとしたきっかけは、昨今の環境意識・ＣＳＲへの意

識の高まり、及び顧客からの要請です。こうした取り組みをきっかけとして、従業員のコスト

意識の向上させるとともに環境への意識の高まりも目指しています。 

 ３ヶ月間の試行期間の結果としては、期間が限られていたこともあり目標達成した項目、出

来ていない項目がありました。出来ていない項目は改善に努めることが必要です。出来ている

項目についても通年実績を元に改めて評価したいと思います。 

 社内に環境への意識が根付いていないこともあり目標を達成するためには、なぜ環境への配

慮が近年になって騒がれ、必要なのかをエコアクション２１を通して浸透させることが必要と

考えます。 

 弊社は「水を制して社会に貢献しよう」を社訓としています。水中攪乱サンドポンプは、水

に溶けない混合物を水と一緒に揚水することを目的として開発しました。混合物を回収出来れ

ば、今まで排水していた物をリサイクルでき、工場などの清掃回数を削減することも出来ます。 

 水中攪乱サンドポンプを販売するということは、限りある資源を再利用して環境へ貢献する

ことも意味しています。今後はこのような意識も持ち、水中攪乱サンドポンプを生産する過程

でもなるべく環境へ負荷をかけないような方法を模索していきます。また、エコアクション２

１を活用し社訓の「社会に貢献しよう」を達成していきたいと考えています。 
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